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○
対
話
の
部
分
は(

ど
の
児
童
も
自
分
の
考
え
を
発
表
し
て
い

て
）
良
か
っ
た
。

○
二
つ
の
視
点(

内
容
と
書
き
ぶ
り)

に
気
が
つ
け
た
こ
と
は

良
か
っ
た
。

●
振
り
返
り
が
で
き
ず
、
子
ど
も
の
「
主
体
的
な
学
び
」
を

見
取
れ
な
か
っ
た
。

●
ま
と
め
が
「
教
え
込
み
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

七
月
四
日
（
木
）
の
五
校
時
、
大
道
小
学
校
に
お
い
て
、

「
第
一
回
小
中
一
貫
合
同
授
業
研
究
会
及
び
校
内
研
全
体

○
小
中
一
貫
教
育
の
共
通
実
践
事
項
は
バ
ッ
チ
リ
で
き
て
い

研
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

た
。

指
導
助
言
を
し
て
頂
い
た
の
は
五
月
二
十
九
日(

水
）

○
全
児
童
が
と
て
も
意
欲
的
に
学
ん
で
い
た
。

の
理
論
研
に
引
き
続
き
、
沖
縄
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ

○
事
前
に
「
音
読
」
で
読
み
込
ん
だ
成
果
が
表
れ
て
い
た
。

ー
の
研
究
主
事
「
永
田
聖
子
先
生
」
で
す
。
永
田
主
事

○
グ
ル
ー
プ
で
の
発
表
の
様
子
を
観
て
、
中
学
校
で
も
実
践
し

に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

ま
た
、
研
修
会
に
参
加
し
た
全
先
生
方(

大
道
小
学
校

○
全
文
シ
ー
ト
活
用
の
手
立
て
が
と
て
も
良
か
っ
た
。

・
真
和
志
中
学
校)

に
感
謝
致
し
ま
す
。

○
グ
ル
ー
プ
内
で
の
発
表
の
仕
方
が
な
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

今
年
度
は
小
中
一
貫
教
育
の
「
共
通
実
践
事
項
」
と

●
「
根
拠
と
は
何
か
？
」
を
明
確
に
理
解
で
き
ず
グ
ル
ー
プ
協

し
て
、
次
の
三
点
の
学
習
規
律(

①
一
分
間
黙
想
②
学
習

議
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
？

用
具
の
準
備
③
始
業
ベ
ル
と
共
に
始
ま
る
授
業)

を
徹
底

●
後
半
は
先
生
が
強
引
に
引
っ
張
っ
て
し
ま
っ
て
、(

深
い
学

す
る
こ
と
を
共
通
確
認
し
授
業
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

び
の
視
点
が
）
も
っ
た
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
本
校
独
自
と
し
て
は
、
校
内
研
究
テ
ー
マ
「
主

●
交
流
の
ポ
イ
ン
ト
の
視
点(

交
流
の
仕
方
、
メ
モ
を
取
り
な

体
的
・
対
話
的
で
深
く
学
ぶ
児
童
の
育
成
～
説
明
的
文

が
ら
聞
く
等
の
聞
き
手
の
指
導
、
全
体
の
交
流
の
工
夫
、
発
問

章
に
お
け
る
言
語
活
動
の
指
導
の
工
夫
を
通
し
て
～
」

の
工
夫
な
ど)

を
明
確
に
す
る
と
良
い
。

の
も
と
、
単
元
全
体
の
授
業
や
一
時
間
の
授
業
に
お
い

●
「
図
表
が
あ
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
」
と
い
う
児
童
の
意
見
を
も
っ
と

て
、
三
つ
の
視
点
（
主
体
的
学
び
、
対
話
的
な
学
び
、

深
め
て
も
良
か
っ
た
。

深
い
学
び
）
の
児
童
の
姿
を
具
体
的
に
示
し
て
児
童
の

見
取
り(

評
価
）
を
行
う
こ
と
を
意
識
し
て
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
中
学
校
の
先
生
方
に
も
そ
の
視
点
で
授
業

参
観
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

○
学
級
の
雰
囲
気
が
良
い
。(

子
ど
も
達
が
先
生
を
助
け
よ

本
校
の
校
内
研
究
の
強
み
は
、
校
内
研
究
主
任
を
中

う
と
し
て
い
る
。
）

心
に
し
た
「
①
校
内
研
修
で
の
理
論
研
修

」
「
②
低
・

○
対
話
が
で
き
る
学
級
作
り
が
で
き
て
い
る
。(

男
女
の
仲

中
・
高
学
年
部
会
に
よ
る
指
導
案
作
り
」
「
③
管
理
職

が
良
い)

か
ら
授
業
者
へ
の
助
言

」
「
④
隣
学
級
で
の
検
証
授
業

○
学
年
の
取
組
と
し
て
、
「
音
読
」
で
取
り
組
ん
で
来
た
こ

を
通
し
た
練
り
合
い

」
「
⑤
全
体
で
の
授
業
研
究
会
」

と
が
素
晴
ら
し
い
。

等
、
全
職
員
体
制
に
よ
る
校
内
研
究
が
確
立
さ
れ
て
い

○
具
体
的
な
「
モ
デ
ル
文
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
毎
時

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ

間
の
評
価
規
準(

Ａ
Ｂ
Ｃ)

の
達
成
に
つ
な
が
る
。

そ
本
番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
確
信
し
ま
す
。

○
向
か
っ
て
い
る
方
向
性
は
素
晴
ら
し
い
。(

高
学
年
に
お

公
開
授
業
は
、
六
年
二
組(

国
語
科)

説
明
文
『
森
林

け
る
）
先
生
の
指
導
は
二
・
三
割
、
残
り
の
七
・
八
割
は
児
童
の
活
動
を

の
は
た
ら
き
と
健
康
』
で
す
。
授
業
後
の
Ｗ
Ｓ
研
修
会

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
。

で
は
多
く
の
成
果
と
課
題
が
出
て
き
ま
し
た
。

●
全
文
シ
ー
ト
は
良
い
が
、
そ
れ
が
活
用
さ
れ
ず
も
っ
た
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
小
中
の
先
生
方
が
合
同
で
授
業
参
観
し
、

ラ
イ
ン
を
引
い
た
後
か
ら
が
大
事
。
視
点
の
焦
点
化
が
必
要
。
「
内
容

Ｗ
Ｓ
で
練
り
合
い
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
授
業
力
向
上

と
書
き
ぶ
り
」
に
つ
い
て
は
前
時
に
示
し
て
も
良
か
っ
た
。

に
資
す
る
こ
と
は
、
小
中
の
接
続
を
考
え
る
と
大
変
に

●
全
体
交
流
で
い
か
に
深
め
る
か
。
先
生
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
に
な

意
義
深
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

る
と
良
い
。(

本
教
諭
は)

今
後
に
伸
び
し
ろ
が
あ
る
。

第 1 0号

教育目標：「自ら学び 心豊かで たくましく生きる児童の育成」
大道っ子像： ◎よく考え 進んで学ぶ子(知)

◎明るく 思いやりのある子(心)
◎ねばり強く たくましい子(体）

「
第
一
回
小
中
一
貫
合
同
授
業
研
修
会

及
び
校
内
研
全
体
研
」
の
開
催
！

Ｒ元年7月8日

授
業
者
振
り
返
り

授
業
研
究
会
（
Ｗ
Ｓ
）

永
田
主
事
か
ら
の
ご
助
言
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